
原子力発電（環境@エネルギー）

平成22年5月28日

中国電力株式会社

「島根原子力発電所3号機護岸工事」の
土木学会賞（技術賞）受賞について

  当社は，島根原子力発電所3号機護岸工事において，社団法人土木学会※1の｢平成 21年度土木学会賞※2(技術賞)」を受賞

し，本日，表彰を受けましたのでお知らせします。

  この度の受賞は，島根原子力発電所3号機の防波護岸に，「人工リーフ※3を併用した高い防波機能と止水機能を併せ持つ新

しい形式の防波護岸」を採用することで，環境への負荷を低減するとともに，大幅な工期短縮およびコストダウンを可能としたこ

とから，「外洋に面した沿岸部における原子力発電所立地の先進的な事例であり，今後のモデルケースとなりうる画期的なプロ

ジェクトである」と高く評価されたものです。

  当社は，引き続き，安全と品質の確保を最優先に地域の皆さまから信頼される発電所を目指し建設を進めてまいります。

以上

【参考】

※1社団法人 土木学会

  1914年に社団法人として設立され，「土木工学の進歩および土木事業の発達ならびに土木技術者の資質向上を図り，もっ

て学術文化の進展と社会の発展に寄与する」ことを目的に，さまざまな活動を展開している。

※2土木学会賞

  土木工学や社会の発展に貢献したと認められる，優れた土木工事や論文等を各分野毎に表彰する制度。この内，当社が

受賞した技術賞は，土木技術の発展に顕著な貢献をなし，社会の発展に寄与したと認められる画期的なプロジェクトに授与

されるもの。

※3人工リーフ

  護岸前面海域に構築された人工的な浅瀬で，波浪を低減させる効果がある。また，人工リーフの表層には海藻が付着しや

すいブロックを使用する等，環境へも配慮した設計となっている。
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 土木学会賞（技術賞）受賞の概要 

１．技術賞受賞の概要 
・件  名：島根原子力発電所３号機の人工リーフ併用防波護岸 
・受 賞 者：中国電力株式会社 
・受賞理由： 
従来，厳しい海象条件下の外洋に面した沿岸部における発電所建設は，沖合に防波堤

を築き，発電所敷地の外周に防波護岸を設けて敷地を保全する必要があることから，建

設費用が増高するとともに工期も長期化する傾向があった。 
島根原子力発電所３号機の護岸工事では，「人工リーフを併用した高い防波機能と止水

機能を併せ持つ新しい形式の防波護岸」を採用することで，環境への負荷を低減すると

ともに，大幅な工期短縮およびコストダウンを可能とした。 
このことから，当該プロジェクトは「外洋に面した沿岸部における原子力発電所立地

の先進的な事例であり，今後のモデルケースとなりうる画期的なプロジェクトである」

と評価された。 
 
２．護岸工事の概要と特徴 
【概  要】 
・護岸形式：人工リーフ併用防波護岸（右図） 
・工事期間：平成１５年１２月～平成２２年３月 
・従来の護岸工事との比較： 

工事期間…約２年短縮 
      工事費用…約２割低減 

環境負荷低減効果…廃棄物低減量 １０万㎥ 
【特  徴】 
（１） 人工リーフの構築 
護岸前面に防波機能をもつ人工的な浅瀬（人工リーフ）を構築することにより，護岸

前面海域で波が砕かれ，波高を約３０％低減させた。 
また，人工リーフの構築には，一部に海底の浚渫工事で発生した掘削岩やリサイクル

コンクリートを使用することで廃棄物を低減し，環境負荷を低減させた。 
この他，人工リーフ表面に海藻類が付着しやすいブロックを使用するとともに，人工

リーフの構築により水深が浅くなったことで海底面に太陽光が届くようになり，海藻類

の生息が促進された。（平成２１年９月以降，新たな漁場として地元漁業者に開放） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）新しい形式の防波護岸の開発 
波返壁を従来より後方に配置し，前面に円筒形のスリット柱を配置した新しい形式の

防波護岸を開発した。この新しい形式の防波護岸は，従来の防波護岸には無い，波の衝

撃緩和機能を備えるとともに，越波量を低減させることができる。 
また，防波護岸を海底岩盤と一体化させ，高い止水機能を持たせることで，従来の工

法では必須であった護岸背面（陸域側）の止水工事（埋戻，止水用鋼板設置等）が不要

となり，効率的な建設工事が可能となった。 
○一般的な護岸工事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 島根3号機における護岸工事 

 

○人工リーフなし 
波が直接護岸に到達 
波高が高く衝撃も強い 

水深が深く太陽光が届かな

いため海藻類が育ちにくい 

○人工リーフあり 
波が砕ける 海藻類の新たな 

生息環境を創造 

海藻類が付着しやすい 
ブロックを使用 

人工リーフ 

防波堤 護岸 
止水用鋼板

 
護岸基礎・岩盤の亀裂

から浸透する海水 

工事①：防波堤建設 工事②：防波護岸建設
工事③：止水工事 
（埋戻・止水用鋼板設置） 

工事④：止水工事後処理

（埋戻部の再掘削）

工事⑤：設備工事 
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護岸基礎・岩盤の亀裂 
から浸透する海水 

工事①：高い防波機能を持つ

人工リーフを構築 

人工リーフ 

護岸 

止水 

工事②：新形式防波 
護岸の建設 工事⑤：設備工事

      

表層には海藻類が付着 
しやすいブロックを使用 ブロック上に海藻が自生 

波返壁の設置位置を後退させ，波力の衝撃緩和作用

を生み出す円筒形のスリット柱を等間隔に配置。 

 

スリット柱の隙間を抜け

る波とスリット柱にぶつ

かった波が互いに干渉

し，波力を緩和させる。 

波返壁 

工事③，④： 
護岸背面の止水工事（埋戻・再掘削

等）が不要となった。 

 
護岸基礎・岩盤の亀裂 
から浸透する海水 

護岸 

・穿孔 
・コンクリート注入

護岸と岩盤を一体化

護岸地下部を等間隔で穿孔し，コンクリートを高圧注入するこ

とにより，護岸と岩盤を一体化させ，高い止水機能を実現。 

止水 

約５５０ｍ 

約２０ｍ 

約１００ｍ 
約５００ｍ 

人工リーフ 

防波護岸 

図：島根原子力発電所３号機 防波護岸 
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